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１０月１日（水）、３年生が学校園でにんにく畑の「土作り」をしました。この日は、にんに
く栽培でお世話になっている須藤良一さんをゲストティーチャーとしてお招きしました。
まず、須藤さんから「にんにく畑の土作り」の仕方についてお話をしていただきました。３

年生の子どもたちは、これまでに「にんにくについての学習」をしたり、実際に「にんにくの
芽かき」や「収穫」をし、保護者の方に「にんにくの販売」をしたりしてきました。
これからは、３年生が実際ににんにくの栽培をしていきます。そのための第一歩として、須

藤さんから「にんにくがよく育つような土作り」についての説明をしていただきました。その
後、畑に肥料をみんなでまきました。この日は、１０月に入ったというのに秋の気配を感じる
どころか、まだまだ暑さが身にしみる天気の良い日でした。そのような中、３年生の子どもた
ちは、自分たちがこれから大きなにんにくを育てていきたいという思いで、にんにく畑の隅々
までまんべんなく肥料をまいていました。子どもたちは、肥料がきちんとまけているのかにつ
いて確認しながら一生懸命土作りをしていました。その後、須藤さんが土を耕す機械でに
んにく畑の土を耕してくださいました。

この日は、土作りに時間がかかって、須藤さんに質問をする予定の時間がなかったの
で、次回、詳しく教えていただくことにしました。子どもたちが考えていた、にんにくを育てて
いくための工夫やしなければならないことについての質問を少し紹介します。

・土作りの時に、どのような工夫をしていますか。
・にんにくを上手に育てるときに、どのようなことをしていますか。
・種をまくときに、どのようにしたらうまくまけますか。

《３年生の「土作りの様子」を紹介します。》
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